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【 は じ め に 】  

 平 成 23 年 3 月 11 日 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災

で 当 施 設 が 受 け た 震 度 は ５ 強 で あ り 、 引 続 き

襲 っ た 津 波 は 沿 岸 地 域 に 甚 大 な 被 害 を 与 え

た 。 加 え て 東 京 電 力 福 島 第 一 原 発 が 起 こ し た

水 素 爆 発 は 、 県 内 の 広 範 囲 に 放 射 性 物 質 を 撒

き 散 ら し 、 未 だ に 被 害 復 旧 に 至 っ て い な い 状

況 に あ る 。 本 稿 で は 、 新 生 児 ﾏ ｽ ｽ ｸ ﾘ ｰ ﾆ

ﾝ ｸ ﾞ （ Ｍ Ｓ ） 検 査 で 被 災 時 に 経 験 し た 事 例

を 中 心 に 報 告 す る 。  

【 状 況 と 対 応 】  

地 震 発 生 時 は 検 査 機 器 の 被 害 防 止 に 努 め 、



揺 れ が 収 ま っ た 時 点 で 館 内 放 送 の 避 難 指 示 に

従 い 屋 外 へ 避 難 し た 。 次 に 被 災 状 況 を 確 認

し 、 余 震 に 対 す る 防 備 を 施 し た 。 幸 い に も 停

電 が な く 、 検 査 機 器 等 に も 損 傷 は な か っ た の

で 、 震 災 3 日 後 よ り 、 ル ー チ ン 検 査 を 稼 動 さ

せ た 。 当 初 は 電 話 回 線 の 混 乱 が あ り 、 医 療 機

関 や 自 治 体 と の 連 絡 に は 、 施 設 内 の 公 衆 電 話

を 利 用 し た 。 検 査 状 況 や 郵 便 事 情 、 検 査 結 果

に 対 す る 問 合 わ せ が 数 多 く 寄 せ ら れ 、 保 護 者

や 避 難 所 に い る 看 護 師 、 県 外 の 医 療 機 関 等 か

ら の 問 合 わ せ に 対 応 す る た め 、 応 答 マ ニ ュ ア

ル を 作 成 し た 。 郵 便 状 況 は 劣 悪 で 、 放 射 能 漏

れ と ガ ソ リ ン 受 給 難 の た め 、 収 集 ・ 配 達 と も

に 滞 り 、 福 島 市 内 の 郵 便 ポ ス ト は ３ 週 間 程 閉

鎖 さ れ た 。 郵 便 局 に 直 接 収 集 に 行 っ た が 、 到

着 遅 れ の 検 体 が 多 く 、 採 血 後 、 最 長 16 日 を 経

過 し た 例 も あ っ た 。  

検 査 結 果 の 連 絡 に は FAX も 使 用 し た 。 検 体

お よ び 結 果 票 の 紛 失 に 対 応 す る た め 、 震 災 前

後 の 受 付 者 リ ス ト を 各 病 院 へ 送 付 し た が 、 原



発 避 難 区 域 で は 、 施 設 内 に 立 ち 入 る こ と が で

き ず 、 確 認 作 業 は 困 難 を 極 め た 。 な か に は ２

か 月 経 過 後 に 採 血 済 の 検 体 を 入 手 し た 例 や 、

避 難 の た め 出 産 後 、 早 期 退 院 を 理 由 に 採 血 時

期 を 早 め た 事 例 も み ら れ た 。  

本 県 が 原 発 事 故 で 受 け た 影 響 は 、 非 常 に 大

き く 、 平 成 23 年 度 の Ｍ Ｓ 検 査 実 績 は 、 前 年 比

の 81.5 ％ と な っ た 。  

【 考 察 ・ 結 語 】  

平 素 、 危 機 に 備 え た 体 制 に つ い て 話 合 っ て

お く 必 要 性 を 痛 感 し た 。 特 に 検 査 応 援 を 要 す

る 場 合 に は 、 他 県 に 検 体 を 依 頼 す る た め 、 自

治 体 の 同 意 と 確 認 が 必 要 に な る 。 ま た 、 災 害

時 の 道 路 状 況 や 避 難 状 況 を 考 え る と 、 郵 便 も

宅 配 業 者 も エ リ ア 内 は 業 務 停 止 に な り 、 通 信

手 段 が 困 難 に な る こ と が 予 想 さ れ る 。  

新 生 児 Ｍ Ｓ 検 査 は 、 全 て の 出 生 児 を 対 象 と

し て 、 全 国 共 通 の 認 識 で 実 施 さ れ て い る 。 ゆ

え に 今 後 は 、 災 害 対 応 を 含 め て 、 全 国 的 な 情

報 の 共 有 ネ ッ ト ワ ー ク 作 り が 重 要 な 課 題 に な



っ て く る 。  

一 方 、 原 発 事 故 の 影 響 で 、 県 内 の 出 産 数 は

減 少 し 続 け て い る 。 一 刻 も 早 く 原 発 事 故 が 収

束 し 、 安 心 し て 出 産 、 子 育 て が で き る 環 境 の

整 備 が 望 ま れ る 。  

な お 、 福 島 県 で は 、 来 年 度 か ら ﾀ ﾝ ﾃ ﾞ ﾑ

ﾏ ｽ 法 に よ る 新 し い 新 生 児 Ｍ Ｓ が 開 始 さ れ る

こ と に な っ て お り 、 今 後 、 こ れ が 本 県 の 新 生

児 医 療 に 果 た す 役 割 は 、 ま す ま す 大 き く な る

と 考 え る 。  


